
捕ったど～！
近浦と笛舞、両稲荷神社の秋季例大祭本祭、９月２１日のひとこま。

それぞれの地区を出発した子ども神輿は、漁協近笛事業所前で合流し、その場で

「子ども鮭のつかみどり」に挑みました。

初めは、怖がったり、濡れるのを嫌がったりしていましたが、慣れると真剣な顔で

鮭を追いかけ、みごとに捕まえると嬉しそうに笑っていました。



町
税
・
地
方
交
付
税
は
増
加
す
る
も
の
の
、

使
用
料
・
手
数
料
・
寄
附
金
が
減
少

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
４
６
０
万
円
、
地
方
交

付
税
４
４
４
３
万
円
、
道
支
出
金
２
５
３
５
万
円
な
ど

前
年
度
か
ら
増
加
し
た
も
の
の
、
使
用
料
・
手
数
料
で

４
５
３
万
円
、
諸
収
入
で
２
８
８
９
万
円
、
財
政
調
整

交
付
金
か
ら
の
繰
入
金
４
億
７
１
０
０
万
円
、
ふ
る
さ

と
納
税
等
の
寄
附
金
５
７
０
３
万
円
の
減
少
な
ど
で
、

前
年
比
４
億
６
３
２
１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

物
件
費
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
金
で
２
１
３
１

万
円
の
減
額
、
各
種
施
設
管
理
等
委
託
費
で
３
７
４
５

万
円
の
増
加
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で
１
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

扶
助
費
で
は
、
給
付
件
数
の
減
に
よ
り
２
４
６
１
万

円
の
減
額
、
積
立
金
で
は
複
合
施
設
整
備
事
業
の
中
止

に
よ
り
、
基
金
積
立
を
要
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

３
億
１
５
９
０
万
円
の
減
、
公
債
費
の
償
還
が
４
０
９

７
万
円
の
減
で
、
前
年
比
４
億
４
９
６
５
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
債
残
高
も
２
億
４
９
４
０
万
円
減

少
し
、
４
８
億
９
８
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

ほ
か

６
会
計

決
算
総
額
６
７
億
５
０
８
６
万
円

を
認
定
可
決

９
月
19
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
第
３
回

定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
各
種
会
計
決
算
な
ど
、
議

案
９
件
、
認
定
７
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
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歳

入

○平成３０年度えりも町会計別決算総括表

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差引残高

一 般 会 計 ４７億 １５７万円 ４６億５１６１万円 ４９９６万円

国民健康保険特別会計 ９億８０７４万円 ９億７１９１万円 ８８３万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 １億２７０１万円 １億２５７３万円 １２８万円

診 療 所 特 別 会 計 ３億２８１２万円 ３億２６６５万円 １４７万円

下 水 道 特 別 会 計 １億７９４２万円 １億７８６２万円 ８０万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ４億４０９０万円 ４億３１４２万円 ９４８万円

後期高齢者医療特別会計 ６５２３万円 ６４９２万円 ３１万円

合 計 ６８億２２９９万円 ６７億５０８６万円 ７２１３万円

平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し

歳

出

歳入合計

47億157万円
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※ 表の見方
・職員の給与・議員報酬

・共済組合等の負担金ほか

〇人件費

・障害者介護・訓練等給付

・児童手当等・臨時福祉給付金

〇扶助費

① 決算額

② １世帯当りの金額

③ １町民当りの金額

① １,０４９，４５１千円

② ４９７，３７０円

③ ２２６，０２９円

〇性質別項目

・借入金の返済や利子の支払

いに要する経費

〇公債費

① ６６３,２６３千円

② ３１４,３４３円

③ １４２,８５２円

① ２６１，４６７千円

② １２３，９１８円

③ ５６，３１４円

・共済負担金等

・臨時保育士等賃金

・各種施設管理等委託

〇物件費

① ７５３，４６４千円

② ３５７，０９２円

③ １６２，２８０円

・利益金の一部を留保して

積立するもの

〇積立金

① １３６，５００千円

② ６４，６９２円

③ ２９，３９９円

・産業振興資金・奨学資金

・労働者福利厚生資金ほか

〇貸付金

① ４２，７２０千円

② ２０，２４６円

③ ９，２０１円

・国民健康保険診療所、下水

道等の特別会計への繰出し

〇繰出金

① ４９０，８７１千円

② ２３２，６４０円

③ １０５，７２３円

・日高東部消防・衛生組合へ

の負担金等

〇補助費等

① ６２９，４９２千円

② ２９８，３３７円

③ １３５，５７９円

・公共施設や公営住宅等の維持管理

・道路・河川・港湾維持管理

〇維持補修費

① １１１，５１７千円

② ５２，８５２円

③ ２４，０１８円

・水産物荷さばき施設設置

・スクールバス購入

・介護サービス提供基盤整備

・水産物供給基盤機能保全事業

・草地基盤整備事業 ほか

〇普通建設事業費

① ５１２,８６６千円

② ２４３，０６４円

③ １１０，４６０円

○平成３０年度えりも町会計性質別歳出の状況

歳出合計

46億5161万円

・主な使用用途



◎
令
和
元
年
度

一
般
会
計

(

歳
入)

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時

交
付
金

７
５
７
万
５
０
０
０
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
地
方
特
例
交
付
金

・
常
設
保
育
所
使
用
料

▲
７
１
８
万
３
０
０
０
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
保
育
所
使
用
料
の
減

額
分

・
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
交
付
金

１
５
１
万
８
０
０
０
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
幼
稚
園
向
け
の
新
た

な
補
助
金

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

▲
５
０
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
幼
稚
園
向
け
の
従
来

あ
る
補
助
金
の
廃
止

・
高
齢
者
等
冬
期
生
活
支
援
事

業
（
福
祉
灯
油
）
補
助
金

５
０
万
円

高
齢
者
冬
期
生
活
支
援
の
た

め
の
道
か
ら
の
補
助
金

◎
令
和
元
年
度

一
般
会
計

(

歳
出)

・
学
校
プ
ー
ル
建
設
委
託
料

２
９
５
０
万
円

実
施
設
計
及
び
地
盤
調
査
の

委
託
料

・
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
費２

２
８
万
６
０
０
０
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
幼
稚
園
向
け
の
新
た

な
給
付

・
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金

▲
１
５
０
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
う
幼
稚
園
奨
励
補
助
金

の
廃
止

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
給
水
管
修
繕

工
事

３
３
０
万
円

・
高
齢
者
等
冬
期
生
活
支
援
金

１
６
０
万
円

・
牛
ヨ
ー
ネ
病
患
畜
殺
処
分
に

係
る
支
援
措
置
補
助
金

４
６
３
万
５
０
０
０
円

殺
処
分
し
た
場
合
、
評
価
額

と
国
の
助
成
金
と
の
差
額
の

一
部
を
補
助

・
風
の
館
修
繕
料

２
１
６
万
円

「
風
の
シ
ア
タ
ー
」
修
繕
の

た
め

・
住
宅
改
修
工
事
等
補
助
金

１
７
０
万
円

住
宅
改
修
金
額
の
増
加
の
た

め
・
え
り
も
高
校
教
員
住
宅
屋
根

葺
替
工
事

２
０
５
万
９
０
０
０
円

・
え
り
も
町
教
育
長
の
選
任

え
り
も
町
字
本
町

川
上

松
美(

68
歳)

再
任
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補
正
予
算

人

事

各
保
育
所
の
ほ
か
、
幼
稚
園

も
無
償
化
の
対
象
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９
月
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
決
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
私
が
委
員
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の

本
会
議
の
中
で
代
表
監
査
委

員
か
ら
平
成
30
年
度
決
算
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
意
見
が

述
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

20
日
に
審
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
及
び
６
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
の
審
議
が

な
さ
れ
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。
委
員
並
び
に
理
事
者
、

説
明
員
に
は
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

決
算
の
審
査
を
通
じ
て
数
々

の
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
算
の
適
正
か
つ

効
率
的
執
行
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
非
常
に
厳
し
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
特
に
滞
納
金
に

つ
い
て
は
、
不
公
平
感
を
無

く
す
た
め
に
一
層
の
努
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

本
日
の
審
議
の
結
果
を
十

分
に
踏
ま
え
、
今
後
の
町
政

の
伸
展
に
役
立
て
る
よ
う
、

委
員
を
は
じ
め
理
事
者
、
説

明
員
皆
様
に
切
に
お
願
い
し
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

財政の推移及び収支の状況
平成30年度の決算額は対前年に比べ、歳入9.0％、歳出8.8％の減となっています。

歳入減の理由としては、地方交付税が増えているものの、ふるさと納税寄附金及び財政調整基金繰入金の

減などによるものと考えられます。また、4,996万1,449円の剰余金が生じていると共に、実質単年度収支で

も4,606万円の黒字となっています。

国民健康保険特別会計
予算額９億7,210万円に対し、収入額は９億8,074万1,355円で、864万1,355円の増となっており、歳入の

うち国民健康保険税の収入額は２億9,351万2,782円で、前年対比では106万8,086円の減となっております。

また、収入未済額は２億6,604万6,916円で、前年度と比較して1,192万2,457円の減となっているほか、

100万5,275円の不納欠損額があります。

国民健康保険税の収納率は、前年度よりも上昇していますが、町全体の収入未済額の56.5％を占めている

ことから、担当課との連携を密にした納税指導を徹底すると共に、期限内納付をしている被保険者等との不

公平が生じることのないよう厳正に対処することを基本とし、未収入額の解消に当たって最大限の努力を望

みます。なお、不納欠損処分については、適正に処理されていると認められます。

総 括
人口減少社会の到来により、税等の自主財源の大幅な増加は見込めない状況の中、社会保障関係費の増加

や公共施設等の維持管理費用など、行政需要は増加の一途をたどっており、今後も地方交付税など依存財源

に頼らざるを得ない厳しい財政運営が予想されます。

今後の社会情勢の変化を的確に把握し、事業の選択と重点化による歳出の抑制、限られた財源の効果的な

活用に努め、第６期総合計画をはじめとする各種事業計画と連携を図りながら、安定した財政運営の向上に

努められますことをご期待申し上げます。

えりも町監査委員 小関孝雄
えりも町監査委員 笹谷廣喜

監査委員、決算審査結果を報告

決算審査意見書の中から一部抜粋し掲載

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

渡
部

泰
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① 策定理由

・昨年、太陽光発電設備が強風により倒壊した事例が

発生し、多くの太陽光発電の計画・建設が進んでい

る中、一部事業者とのトラブルが発生していること

から、厳格な内容に変更した。

② 主な変更点

・住宅等からの距離

概ね30m以上離し、風車は全高の5倍。

・道路からの距離

概ね30m以上離し、風車は全高と同等。

・事業の周知等

計画概要が明らかになった時点で、速やかに近隣

関係者等に対する説明会を開催し、その後、周知実

施報告書を町長に提出する。

・維持管理

発電設備の名称、住所、出力、事業者の名称及び

連絡先等を記載した管理看板を設置すること。

また、立入りを禁止するための柵塀を設置し、除

草や清掃を定期的に行うこと。

③ 課題

・ガイドラインに強制力はなく、事業はすでに経産省

の許可済のため、事業者にガイドラインの遵守をお

願いするしかない状況。

再生可能エネルギー全般に

関するガイドラインを策定

① 経過

・6月定例会では、「学校プール」として取り

進めること(町民も最大限利用できるもの)、

補助事業の採択なしでも令和3年度の完成を目

指す。

・その後、様似町プール、新篠津村プールを視

察。

② 建設予定地

・第1候補 旧えりも小学校跡地

第2候補 旧町民プール跡地

③ 新設プールの概要

・25ｍプール4コース(水深1.1ｍ)

プールへ降りる階段や水中歩行用手すりの設

置。

・低学年用プール(水深0.7ｍ、0.5ｍの2カ所)

・監視室、採暖室、多目的トイレ、更衣室、男

女別トイレ、シャワー室等を設置。

学校プール建設の進捗状況

・9月24日の臨時町長会議に向け、えりも町とし

て「全線バス転換」の方針に変わりがないこ

とを確認、了承した。

・「日高地域における広域地域交通案」として

① えりも～苫小牧、②えりも～新千歳空港、

③ えりも～札幌間について、各町1～2カ所

の停車にとどめ、厚賀インターチェンジ以西

は日高道を 活用した速達性を重視したルー

トを要望中。(1日1往復)

Ｊ Ｒ 日 高 線

町内でも建設が増加している太陽光発電設備



問

中
野
議
員

町
民
の
健
康
寿
命
と
労

働
寿
命
を
伸
ば
す
取
組
み

と
し
て
、
健
康
器
具
を
町

民
体
育
館
等
の
公
共
施
設

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
が
健
康
に
な
る
た

め
、
ま
た
高
齢
者
が
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、

健
康
器
具
は
必
要
で
は
。

答

保
健
福
祉
課
長

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な

ど
有
酸
素
運
動
が
で
き
る

健
康
器
具
等
の
活
用
は
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
や
予

防
等
に
も
効
果
の
あ
る
も

の
と
し
て
認
識
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
は
、
日
常

生
活
に
適
度
な
運
動
習
慣

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
推

奨
し
て
お
り
、
「
冬
の
運

動
教
室
」
や
「
い
き
い
き

運
動
教
室
」
な
ど
、
既
存

の
予
防
事
業
の
推
進
に
努

め
、
当
面
は
健
康
器
具
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

答

社
会
教
育
課
長

過
去
に
も
同
様
の
質
問

が
あ
り
、
検
討
を
し
た
が

町
民
体
育
館
を
例
に
と
る

と
、
設
置
場
所
や
面
積
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な

ど
、
こ
の
問
題
の
解
決
に

は
施
設
改
修
や
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
他
の

公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、

管
理
上
の
問
題
や
施
設
の

利
用
状
況
に
よ
り
、
何
れ

も
運
動
器
具
を
設
置
す
る

の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問

中
野
議
員

近
年
、
真
ツ
ブ
と
ナ
マ

コ
は
、
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
が
資
源
が
減
少
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
枯

渇
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ

る
た
め
、
増
殖
事
業
を
拡

大
し
生
産
を
安
定
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
カ
レ
イ
類
は
、

増
え
続
け
て
価
格
は
下
落

し
て
お
り
、
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
増
殖
事
業

を
縮
小
し
、
そ
の
分
を
真

ツ
ブ
と
ナ
マ
コ
に
充
て
て

は
ど
う
か
。

真
ツ
ブ
の
増
殖
予
算
は
、

年
間
１
８
０
万
円
で
あ
り
、

こ
の
予
算
で
は
到
底
資
源

回
復
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

浜
の
生
産
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
財
政
を
豊
か
に

し
、
町
全
体
が
潤
う
こ
と

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

産
業
振
興
課
長

真
ツ
ブ
は
、
生
態
が
ほ

ぼ
不
明
で
あ
っ
た
が
、
町

の
振
興
奨
励
補
助
金
を
活

用
し
、
道
立
水
産
試
験
場
、

北
海
道
大
学
大
学
院
、
町

栽
培
漁
業
振
興
協
議
会
と

共
同
研
究
を
開
始
し
、
陸

上
で
の
産
卵
量
は
徐
々
に

増
え
て
い
る
が
、
よ
う
や

く
産
卵
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

ナ
マ
コ
は
、
着
底
稚
仔

の
大
量
放
流
を
を
開
始
し
、

放
流
場
所
付
近
に
稚
ナ
マ

コ
の
生
存
を
確
認
で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
採
苗
数
の

拡
大
に
向
け
、
天
然
ナ
マ

コ
の
産
卵
時
期
な
ど
を
解

明
す
る
た
め
定
期
的
に
調

査
を
行
う
。

真
ガ
レ
イ
は
、
種
苗
生

産
の
技
術
も
確
立
さ
れ
、

毎
年
安
定
し
て
放
流
を
行
っ

て
お
り
、
沿
岸
漁
業
者
に

と
っ
て
重
要
な
根
付
資
源

と
考
え
て
い
る
。

近
年
、
価
格
安
で
は
あ

る
が
、
そ
の
要
因
は
資
源

増
加
の
影
響
で
は
な
く
、

市
場
の
状
況
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
種
苗
生
産
を
縮
小

す
る
考
え
は
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

は
、
現
状
、
い
ず
れ
も
調

査
研
究
を
実
施
し
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
今
後
、
そ

の
調
査
研
究
に
よ
り
、
各

技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、

種
苗
放
流
数
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
浜
の
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜7＞

中野公浩議員

公
共
施
設
に
健
康
器
具
の
設
置
を

直
ち
に
設
置
は
難
し
い

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待

を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執

行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

真ツブ、ナマコの
増殖事業の拡大を

調査研究を実施中

真ツブの減少が

心配されている



問


本
議
員

10
月
か
ら
３
歳
～
５
歳

の
す
べ
て
の
子
ど
も
と
０

～
２
歳
の
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
子
ど
も
は
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
利
用
料
が

無
料
に
な
り
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
が
軽
減

し
、
住
み
や
す
く
、
共
働

き
が
し
や
す
い
環
境
と
な
っ

た
。今

回
の
制
度
の
実
施
を

契
機
に
、
公
設
・
民
設
を

問
わ
ず
新
た
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答

町
民
生
活
課
長

現
在
、
町
と
し
て
は
、

延
長
保
育
や
土
曜
保
育
、

送
迎
バ
ス
の
運
行
を
行
っ

て
お
り
、
保
育
料
に
つ
い

て
も
国
の
基
準
の
２
分
の

１
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち

に
提
供
し
て
い
る
給
食
は
、

パ
ン
や
米
な
ど
の
主
食
と

お
か
ず
や
お
や
つ
な
ど
の

副
食
に
分
類
さ
れ
る
が
、

国
で
は
保
育
料
と
は
別
に

食
材
料
費
と
し
て
保
護
者

が
負
担
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
が
、
当
町
で
は
従

来
か
ら
徴
収
し
て
い
な
い

し
、
10
月
以
降
も
徴
収
し

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
町
と
し

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
る
が
、
今

回
の
無
償
化
に
伴
い
、
町

の
負
担
も
一
部
あ
る
こ
と

を
理
解
願
い
た
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現

在
、
令
和
２
年
度
か
ら
５

か
年
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
２
期
え
り
も
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
す
る
準
備
を

し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と

し
て
保
護
者
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
５

年
間
の
評
価
、
現
在
利
用

し
て
い
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
状
況
や
要
望
な
ど
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

今
後
の
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

問


本
議
員

７
月
の
議
員
行
政
視
察

で
浦
河
町
の
合
葬
墓
計
画

を
伺
っ
て
き
た
。

当
町
で
も
過
去
に
議
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

再
度
議
論
す
る
次
期
に
来

て
い
る
と
思
う
。

お
墓
参
り
や
先
祖
に
対

す
る
崇
拝
は
、
長
年
に
わ

た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

大
切
な
文
化
・
風
習
で
あ

る
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど

の
時
代
の
変
化
と
共
に
お

墓
に
対
す
る
考
え
方
や
祭

祀
の
あ
り
方
も
変
化
し
て

い
る
。

実
際
町
民
か
ら
も
、

「
子
ど
も
が
い
な
い
」
、

「
お
墓
を
継
い
で
く
れ
る

身
寄
り
が
近
隣
に
い
な
い
」
、

「
お
墓
を
建
設
す
る
に
は

高
額
す
ぎ
て
、
納
骨
堂
を

購
入
す
る
に
も
数
十
万
円

か
か
る
の
で
困
難
で
あ
る
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
慮

し
、
合
葬
墓
に
関
す
る
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交

換
会
を
行
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
。

答

町
民
生
活
課
長

先
日
、
浦
河
町
で
は
、

９
月
定
例
会
に
お
い
て
合

葬
墓
条
例
が
可
決
さ
れ
、

12
月
の
運
用
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

当
町
と
し
て
も
供
養
に

対
す
る
考
え
方
が
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
く
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
人
口

構
造
や
家
族
形
態
の
変
化
、

合
葬
墓
の
必
要
性
を
見
定

め
る
時
期
に
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

町
内
で
も
平
成
30
年
度

の
墓
じ
ま
い
や
改
葬
の
件

数
は
14
件
、
今
年
度
も
９

月
ま
で
で
７
件
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏

ま
え
、
地
区
別
懇
談
会
や

自
治
会
長
会
議
等
の
場
を

借
り
て
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

の
情
報
収
集
に
努
め
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜8＞

本維応議員

保育サービスの充実を

保護者の要望を
次期計画に反映

お
い
し
そ
う
に
給
食
を

食
べ
る
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち(

食
材
料
費
は

徴
収
し
て
い
な
い)

合葬墓建設の検討を

町民のニーズを調査

12
月
か
ら
運
用
さ
れ
る

浦
河
町
の
合
葬
墓
の
イ

メ
ー
ジ
図



問

大
坂
議
員

防
災
行
政
無
線
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
防
災
、
応
急
救
助
、
災

害
復
旧
に
関
す
る
業
務
に

使
用
す
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
、
ま
た
、
平
常
時

に
は
、
役
場
か
ら
住
民
等

に
対
し
て
一
斉
に
行
政
情

報
を
伝
え
る
無
線
と
認
識

し
て
い
る
。

総
務
省
の
電
波
法
一
部

改
正
に
よ
り
令
和
４
年
11

月
30
日
で
現
行
シ
ス
テ
ム

が
使
用
で
き
な
く
な
る
が
、

当
町
も
、
新
た
に
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

①
新
た
な
設
備
と
既
存
施

設
解
体
の
費
用
は
。

②
屋
外
拡
声
器
の
増
設
の

見
込
み
は
。

③
改
修
時
期
は
。

④
戸
別
受
信
機
の
取
替
は
。

⑤
補
助
金
の
有
無
は
。

答

企
画
課
長

①
概
算
で
は
、
実
施
設
計
、

施
設
整
備
、
解
体
を
含
め
、

７
億
５
千
万
円
ほ
ど
見
込

ん
で
い
る
。

②
現
在
、
50
カ
所
設
置
し

て
い
る
が
、
従
来
よ
り
広

範
囲
に
伝
達
が
可
能
な
ス

ピ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
45
カ

所
に
減
ら
す
予
定
で
あ
る
。

③
令
和
２
年
に
実
施
設
計
、

令
和
３
・
４
年
度
の
２
カ

年
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。

④
既
存
の
個
別
受
信
機
は

使
用
が
で
き
な
く
な
り
、

新
た
に
取
り
替
え
る
必
要

が
あ
る
。

（
現
在
１
５
６
８
台
）

⑤
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
い
る
防
災
行
政
無
線
の

更
新
に
使
え
る
補
助
が
無

い
た
め
、
防
衛
省
の
助
成

事
業
の
採
択
を
目
指
し
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問

神
田
議
員

町
内
の
小
型
風
力
発
電

施
設
は
、
道
路
や
昆
布
納

屋
等
の
近
く
に
設
置
さ
れ
、

事
故
が
起
き
る
心
配
が
あ

る
。周

辺
住
民
と
の
同
意
が

な
い
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
聞

く
が
、

①
施
設
設
置
前
に
近
隣
住

民
の
同
意
書
を
提
出
す
る

よ
う
、
事
業
者
に
対
し
強

く
指
導
で
き
な
い
か
。

②
耐
用
年
数
を
経
過
し
た

風
車
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

処
理
、
撤
去
は
。

③
固
定
資
産
税
収
入
は
。

答

企
画
課
長

町
内
に
お
け
る
小
型
風

力
発
電
は
、
経
産
省
の
認

定
及
び
北
電
と
の
接
続
契

約
が
完
了
し
た
建
設
計
画

が
98
件
あ
る
。
建
設
を
巡

り
、
一
部
業
者
と
近
隣
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

事
例
も
あ
り
、

①
太
陽
光
発
電
も
含
め
た

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、

事
業
着
手
30
日
前
に
近
隣

関
係
者
及
び
自
治
会
等
へ

の
説
明
会
の
開
催
と
そ
の

報
告
書
の
提
出
を
求
め
て

い
る
。

②
耐
用
年
数
17
年
経
過
後

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
発

電
設
備
を
廃
止
し
た
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず

速
や
か
に
現
状
復
旧
に
務

努
め
る
よ
う
に
事
業
者
に

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
太
陽

光
発
電
は
廃
棄
費
用
の
積

立
が
完
全
義
務
と
な
り
、

風
力
発
電
も
廃
棄
費
用
の

積
立
を
す
る
よ
う
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
く
。

答

税
務
課
長

③
小
型
風
力
発
電
は
、
初

年
度
39
万
円
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
が
、
課
税
標
準

の
特
例
や
耐
用
年
数
の
経

過
と
共
に
税
額
は
減
少
し

て
い
く
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

は
、
諸
条
件
に
よ
り
正
確

な
固
定
資
産
税
額
を
見
込

む
こ
と
は
現
段
階
で
は
困

難
で
あ
る
。

し
か
し
、
令
和
２
年
度

予
算
編
成
に
向
け
、
固
定

資
産
税
収
入
の
適
切
な
見

積
の
た
め
の
情
報
収
集
に

努
め
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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大坂庄吉議員

防災行政無線の更新は

令和３・４年度での整備を予定

発電事業者への
指導の強化を

神田修議員

ガイドラインを
策定し対応

地
域
住
民
に
必
需
品
の

防
災
無
線

周辺とのトラブルが
懸念される風力発電



問

上
野
議
員

防
災
に
対
す
る
取
組
み

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、

地
域
の
防
災
を
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
自
治
会
組
織

と
し
て
運
営
す
る
場
合
、

解
決
す
べ
き
面
が
あ
り
、

①
避
難
の
際
、
歩
行
困
難

者
な
ど
、
介
助
が
必
要
な

方
へ
の
協
力
体
制
の
指
導

と
連
携
は
。

②
避
難
に
協
力
し
た
方
が

ケ
ガ
な
ど
を
し
た
場
合
、

責
任
の
あ
り
方
は
。

③
避
難
を
拒
否
す
る
方
が

い
た
場
合
、
理
解
を
得
る

方
法
は
。

④
避
難
施
設
に
対
す
る
考

え
と
、
備
蓄
物
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答

企
画
課
長

①
町
が
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
、
実
態

を
把
握
す
る
と
共
に
、
各

団
体
や
自
治
会
と
避
難
体

制
の
確
立
に
努
め
る
。

②
近
隣
住
民
と
し
て
で
き

る
範
囲
の
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
町
等
が
責
任

を
負
う
も
の
で
は
な
い
が
、

補
償
的
な
も
の
が
な
い
状

況
の
た
め
、
今
後
、
各
地

の
事
例
等
に
つ
い
て
、
調

査
検
討
し
て
い
く
。

③
避
難
勧
告
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
５
段
階
に
分
け
、
よ

り
わ
か
り
や
す
く
避
難
行

動
が
取
れ
る
よ
う
に
改
訂

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一

日
防
災
学
校
な
ど
、
様
々

な
機
会
を
通
し
て
、
避
難

行
動
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
努
力
を
す
る
。

④
41
の
避
難
場
所
と
25
の

収
容
施
設
を
設
定
し
て
い

る
が
、
老
朽
し
た
施
設
や

津
波
浸
水
域
に
立
地
す
る

施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
避
難
施
設
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
各
避
難
所
に
発

電
機
、
ス
ト
ー
ブ
、
毛
布
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
災

害
用
備
蓄
食
料
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
備
蓄
し

て
お
り
、
引
き
続
き
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
。

問

上
野
議
員

当
町
の
第
一
の
基
幹
産

業
は
漁
業
で
あ
り
、
安
全

操
業
と
生
産
強
化
の
た
め

に
７
つ
の
港
は
、
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

あ
る
が
、

①
出
漁
中
の
車
上
荒
ら
し
、

上
架
中
の
船
舶
か
ら
船
外

機
や
燃
料
の
盗
難
等
が
度
々

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
対

策
は
。

②
様
似
町
で
潜
水
に
よ
る

ナ
マ
コ
の
密
漁
が
発
生
、

当
町
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
に
密
漁
の
疑
い
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
早
め
の
対

策
が
必
要
で
は
。

③
歌
別
・
目
黒
両
漁
港
で

は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

釣
り
人
が
集
中
し
、
車
両

の
駐
車
や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨

て
な
ど
、
マ
ナ
ー
違
反
が

多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

④
犯
罪
の
未
然
防
止
や
利

用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た

め
、
各
港
の
主
た
る
場
所

に
「
監
視
カ
メ
ラ
」
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

答

産
業
振
興
課
長

①
所
有
者
の
防
犯
対
策
が

一
番
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
広
報
紙
に
よ
る

注
意
喚
起
や
、
警
察
に
よ

る
見
回
り
の
強
化
な
ど
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

②
密
漁
の
未
然
防
止
・
早

期
発
見
・
摘
発
に
は
、
地

域
漁
業
者
・
漁
協
・
自
治

体
な
ど
と
取
締
機
関
で
あ

る
警
察
や
海
上
保
安
庁
が

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
も
各
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

対
策
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。

③
管
理
者
で
あ
る
日
高
振

興
局
が
注
意
喚
起
の
看
板

を
設
置
し
て
い
る
が
、
今

後
も
同
局
と
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら
れ
る
か
引

き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

④
漁
港
の
管
理
者
で
あ
る

国
・
北
海
道
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
設
置
す
る
予
定

は
無
い
と
の
回
答
で
あ
り
、

現
状
、
町
に
お
い
て
独
自

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜10＞

地域防災のあり方は

避難体制の確立に努める
上野陽司議員

漁港等における
犯罪行為の防止を

国や道と連携し対応

各避難所に備蓄されている物資

港
の
防
犯
・
維
持
管
理

が
、
今
後
の
問
題
。



問

竹
内
議
員

昨
今
、
日
韓
関
係
は
戦

後
最
悪
の
関
係
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
え
り
高
生
の

韓
国
へ
の
海
外
研
修
交
流

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

①
高
校
で
は
参
加
の
意
向

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
結

果
は
。

②
今
年
度
の
研
修
交
流
事

業
の
実
施
は
。

③
姉
妹
提
携
校
で
あ
る
私

立
茂
山
中
高
等
学
校
の
状

況
（
受
入
れ
対
応
等
）
は
。

④
今
回
、
海
外
研
修
が
直

前
ま
で
確
定
せ
ず
、
生
徒
、

保
護
者
に
大
変
な
心
労
が

あ
る
と
思
う
。
こ
の
際
、

研
修
先
を
韓
国
だ
け
で
な

く
他
国
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答

学
校
教
育
課
長

①
８
月
よ
り
職
員
会
議
、

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
保

護
者
説
明
会
を
開
催
し
、

予
定
行
程
や
本
校
で
得
た

情
報
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
様

子
等
を
説
明
。
そ
の
結
果
、

28
名
中
進
学
等
進
路
の
た

め
不
参
加
が
９
名
、
参
加

し
な
い
が
２
名
、
残
る
17

名
が
参
加
。

②
現
時
点
の
高
校
の
考
え

方
は
、
外
務
省
の
渡
航
制

限
要
請
が
出
た
場
合
な
ど

は
、
実
施
の
可
否
を
検
討

す
る
が
、
現
段
階
で
は
実

施
の
方
向
。

③
茂
山
中
高
等
学
校
か
ら

は
何
も
問
題
な
く
交
流
を

実
施
で
き
る
と
回
答
を
得

て
い
る
。

④
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

長
年
の
交
流
を
通
し
、
深

い
心
の
結
び
つ
き
や
強
い

信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
き

た
こ
と
、
ま
た
、
韓
国
で

の
交
流
を
一
番
の
思
い
出

に
あ
げ
る
生
徒
が
多
い
こ

と
か
ら
、
生
徒
の
安
全
確

保
を
見
据
え
て
、
韓
国
へ

の
海
外
研
修
の
継
続
に
つ

い
て
、
指
導
助
言
を
し
て

い
き
た
い
。

た
だ
し
、
今
後
生
徒
の

安
全
が
確
保
で
き
な
い
場

合
等
は
、
近
隣
諸
国
の
異

文
化
理
解
の
観
点
に
鑑
み
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問

高
松
議
員

昨
年
９
月
に
発
生
し
た

胆
振
東
部
地
震
に
伴
う
全

域
停
電(

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト)

の
対
策
と
し
て
、
国

は
全
国
の
市
町
村
に
対
し
、

災
害
対
策
本
部
を
置
く
庁

舎
で
は
、
72
時
間
外
部
か

ら
の
供
給
な
し
で
も
非
常

用
電
源
を
稼
働
で
き
る
よ

う
十
分
な
燃
料
を
備
蓄
す

る
よ
う
求
め
た
。

現
在
、
日
高
管
内
７
町

の
う
ち
え
り
も
町
を
含
む

３
町
が
72
時
間
分
の
燃
料

を
備
蓄
し
て
い
な
い
。
早

急
に
備
蓄
す
る
べ
き
で
は
。

ま
た
、
非
常
用
電
源
自

体
に
つ
い
て
も
防
災
無
線

な
ど
の
一
部
業
務
し
か
対

応
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

全
業
務
が
で
き
る
設
備
に

更
新
す
る
予
定
は
。

答

企
画
課
長

現
在
、
役
場
庁
舎
で
は

非
常
用
電
源
を
稼
働
す
る

た
め
、
軽
油
２
５
０
Ｌ
を

地
下
タ
ン
ク
に
備
蓄
し
て

お
り
、
外
部
か
ら
の
供
給

な
し
で
40
時
間
程
度
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

残
り
不
足
分
の
２
０
０

Ｌ
は
金
属
製
の
容
器
10
個

程
度
に
分
け
て
保
管
し
、

72
時
間
分
を
確
保
し
た
い
。

ま
た
非
常
用
電
源
自
体

の
更
新
は
多
額
の
予
算
が

必
要
で
あ
り
、
防
災
行
政

無
線
の
更
新
が
最
優
先
課

題
と
考
え
て
お
り
、
現
時

点
で
予
定
は
な
い
。

診
療
所
、
や
ま
と
苑
、

上
下
水
道
設
備
に
つ
い
て

も
１
～
３
日
程
度
の
備
蓄

が
さ
れ
て
い
る
が
再
度
見

直
し
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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え
り
も
高
校
の
海
外
研
修
の
実
施
は

実
施
の
方
向
で
検
討

竹内孝文議員

役
場
庁
舎
地
下
に
設
置

さ
れ
て
い
る
非
常
用
電
源

役場庁舎に72時間分の燃料備蓄を

不足分２００ℓを追加
高松亮裕議員

海
外
研
修
旅
行
に
向
け
、

残
留
日
本
人
施
設「
ナ
ザ

レ
園
」
へ
の
募
金
活
動
を

す
る
え
り
高
生



え
り
も
高
校
同
窓
会
会
長

く
さ
の

い
ち
ろ
う

草
野

一
郎
さ
ん
（
78
才
）

Ｑ

経
歴
は
？

Ａ

昭
和
16
年
１
月
17
日
・
大
阪

府
守
口
市
で
生
ま
れ
、
幼
少
期

は
、
秋
田
県
湯
沢
市
で
過
ご
し
、

様
々
な
経
緯
を
経
て
小
学
校
高

学
年
よ
り
え
り
も
岬
で
育
ち
ま

し
た
。
幌
泉
村
立
襟
裳
小
、
中

学
校
卒
業
後
、
昼
は
、
襟
裳
漁

業
協
同
組
合
に
勤
務
し
、
夜
は
、

幌
泉
高
等
学
校
定
時
制
に
て
勉

学
に
励
み
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
そ
の
ま
ま

漁
組
に
務
め
て
い
た
の
で
す
が
、

昭
和
39
年
（
23
才
）
に
全
国
漁

業
協
同
組
合
学
校
（
東
京
）
に

入
校
し
漁
業
に
関
す
る
様
々
な

知
識
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後

縁
が
あ
り
、
再
度
、
え
り
も
町

漁
業
協
同
組
合
に
入
社
し
、
平

成
６
年
に
退
社
。
（
約
37
年
間

勤
務
）

平
成
７
年
に
、
現
在
の
坂
田

組
土
建
（
株
）
に
入
社
。
現
在

に
至
り
ま
す
。

Ｑ

趣
味
・
好
き
な
食
べ
物
は
？

Ａ

趣
味
は
、
学
生
、
漁
組
時

代
は
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

食
べ
物
は
何
で
も
食
べ
ま
す
が
、

ら
っ
き
ょ
は
食
べ
過
ぎ
て
嫌
い

で
す
。

Ｑ

定
時
制
の
在
校
時
の
思
い

出
は
。
昔
と
今
の
違
い
・
苦
労

し
た
こ
と
等
。

Ａ

当
時
、
定
時
制
だ
っ
た
の

で
、
先
生
に
は
授
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
も
夜
遅
く
ま
で
勉
強
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

定
時
制
に
は
年
の
離
れ
た
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
（
20
～
30
代
）
の

方
が
結
構
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
当
時
は
岬
の
緑

化
事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
私
は
、
漁
組
で
組
合
員
が

収
集
し
た
雑
海
草
の
検
査
の
立

会
い
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

え
り
も
高
校
の
皆
さ
ん
へ

何
か
一
言
。

Ａ

以
前
よ
り
環
境
が
整
っ
て

い
る
の
で
勉
学
に
一
層
励
む
と

共
に
忍
耐
力
も
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
。

海
外
研
修
な
ど
ほ
か
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
ほ
し
い
。

Ｑ

今
後
の
え
り
も
町
に
対
し

て
思
う
こ
と
は
？

Ａ

え
り
も
町
は
水
産
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
資
源
管
理
や
生
産
性
を

高
め
る
方
法
が
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
思
う
の
で
皆
さ
ん
で
知
恵
を

絞
っ
て
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

温
暖
だ
っ
た
秋
が
過
ぎ
、
朝

晩
の
冷
え
込
み
が
増
し
、
冬
の

足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
各
地
区
の
秋
祭

り
が
執
り
行
わ
れ
、
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
の
地
元
も
唄
に
踊
り
・
鮭

の
つ
か
み
ど
り
・
餅
ま
き
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
神
輿
を
担
ぐ
姿
を
見

て
、
楽
し
い
秋
祭
り
が
末
永
く

続
い
て
い
け
ば
い
い
な
ぁ
と
思

い
な
が
ら
、
つ
い
つ
い
お
神
酒

を
呑
み
す
ぎ
ま
し
た
…
。

近
年
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

一
同
に
会
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
の

今
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、

心
を
寄
せ
合
う
こ
と
で
、
地
域

力
・
自
治
力
を
高
め
る
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
上
野
）
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

８月 ９日 日高地区林活議連

８月１４日 灯台祭り海上安全祈願祭

８月２０日 議会広報研修会

８月２１日

～２３日 決算審査

９月１３日 議会運営委員会

９月１９日

～２０日

全員協議会・第3回定例会

決算特別委員会

広報広聴常任委員会

９月３０日
日高管内町村議会正副議

長・常任委員長研修会

１０月１０日 広報広聴常任委員会

１０月２８日

えりも岬の緑を守る会・

イキイキ森林づくり事業

１０月３０日
二常任委員会

合同所管事務調査

議会の動き

今
号
は
、
え
り
も
高
校
同

窓
会
会
長
、
草
野
一
郎
さ
ん

に
取
材
し
ま
し
た
。
え
り
も

高
校
は
創
立
70
周
年
を
迎
え
、

11
月
に
記
念
式
典
を
行
い
ま

す
。
過
去
の
様
々
な
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
お
忙
し
い
中
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（

取
材
・

本
）


